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　「スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）」は、児童生徒

が抱える悩みや困りごと、いじめ、不登校、虐待など様

々な問題の解決を図る専門職です。平成２８年度に２名で

スタートし、３０年度には５名、今年度は６名のＳＳＷを

配置しており、今後も増員を考えています。児童生徒の

置かれた状況が良くなるような働きかけを各所に行いま

すが、児童虐待やその疑いのある事例への対応は、一刻

の猶予も許されません。支援を進める上で、市のこども

家庭相談室や生活支援相談室、県の児童相談所など様々

な機関と連携をとります。

　ＳＳＷの他にも「スクールカウンセラー（ＳＣ）」と「心

の教室相談員」を配置しています。ＳＣは、児童生徒の

心の問題について相談に乗る臨床心理士です。また、心

の教室相談員は、中学生がどんなことでも気軽に相談で

きる「聞き役」として活動しています。一宮市ではＳＣを

平成３０年度に増員して、中学校にはＳＣと心の教室相談

員を１名ずつ配置、小学校には月に１回程度ＳＣが巡回

して、児童生徒や保護者からの相談を受けられるように

しています。

　児童虐待の相談先として、“児童相談所虐待対応ダイヤ

ル”「１８９」があります。１８９番にかけるとオペレーター

が対応して、お近くの児童相談所につながります。２４時

間いつでも相談でき、通話料は昨年１２月から無料になり

ました。虐待を疑うような状況を見聞きした場合は、迷

わず連絡していただきますようお願いします。

　また、市のこども家庭相談室では、家庭や子育てにつ

いての悩みや困りごとなどの相談を受け付けています。

気になることがあれば、お気軽にご相談ください。

　今年４月から子どもに対する体罰の禁止が法律で定め

られました※。「しつけ」と称した体罰は児童虐待です。

命にかかわるような悲惨な事件も、あとを絶ちません。

体罰で押さえつけるしつけは、恐怖心から一時的に言う

ことを聞くだけで、子ども自身が考えたり学んだりして

いるわけではないため、根本的な解決にならないことを、

大人たちは認識しておく必要があります。

　近年はＤＶ（ドメスティック・バイオレンス、配偶者

等に対する暴力）に関しての１１０番が増えており、残念な

ことに、一宮市は愛知県内の他の地域と比べて取扱件数

が多い状況です。殴る・蹴るなどの暴力は犯罪行為で、

それが家庭内であっても犯罪です。場合によっては命に

かかわるので、警察は事件化や避難措置など迅速かつ慎

重に対応しています。

　また、夫婦ゲンカを目撃した子どもは、家族間の不和

は自分に責任があると考えたり、暴力を振るわれている

母親（または父親）を守れなかったと罪悪感を抱いたり

します。こうした心の傷を負わせる夫婦ゲンカがあった

場合は、警察から児童虐待として児童相談所へ通報して

います。

　小中学校では、様々な相談に乗ることができるように

専門の相談員を配置しています。
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「虐待かも…」と思ったら：専用ダイヤル「１８９」

※児童虐待の防止等に関する法律

なくそう！ 身近な暴力
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※一宮市を担当する児童相談所は「一宮児童相談センター」として
愛知県が運営しています。
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